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１．事業者及び代表者名

株式会社　　高崎ダイカスト工業社

代表取締役社長　　上和田　貴彦

２．所在地

〒３７０－０８７１　群馬県高崎市上豊岡町５７１番地の１

ＵＲＬ　　http://www.sunfield.ne.jp/~tkd-kmwd/

３．認証の対象活動範囲

ダイカスト部品及びダイカスト金型の製造に関わる全組織全活動

４．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

最高責任者： 代表取締役社長 上和田　貴彦

環境管理責任者： 取締役総務部長 小下　進

担当： ＥＡ２１推進事務局 加藤　輝幸

連絡先： ＴＥＬ ０２７－３４３－２１５２

ＦＡＸ ０２７－３４４－１１６５

Ｅメールアドレス tkd-info@sunfield.ne.jp

５．事業の内容・規模 主力製品 アームヘッド(自動車ワイパー部品)

資本金 ２,５００万円

従業員数 ８３人 2021.09.01現在

敷地面積 ２８０７㎡
６．生産高(重量)

‐　１　‐

７１期(２０２０年９月～２０２１年８月) ADC-12

７０期(２０１９年９月～２０２０年８月) ADC-12 1529

Ⅰ．組織の概要

アルミニウム材料投入重量(ｔ)

2076

７２期(２０２１年９月～２０２２年８月) ADC-12 1747

自動車ワイパーのアームヘッド
（当社主力製品）

mailto:tkd-info@sunfield.ne.jp


７．エコアクション２１　推進組織図 （2007年10月11日作成）

（2019年10月26日改訂）

　【代表取締役社長　　上和田貴彦】

① 環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者には、現在の責務に関わり

なく、兼任で責任と権限を明示する。

② エコアクション２１の構築・運用・維持に必要な経営諸資源（人材・資金・機器設備・技術技能を

含む）を準備する。

③ 環境方針を制定する。

④ エコアクション２１の構築・運用に関する情報を収集し、環境方針･環境目標をはじめシステム

全体の見直しを行い、必要に応じ改訂を指示する。

　【取締役総務部長　　小下　進】

① エコアクション２１に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を図り、目的を達成するため

に環境委員会を運営する。

② エコアクション２１の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による見直しのための情報として、

構築・運用に関する情報を最高責任者に提供する。

　【取締役　原　正人・総務課係長　加藤輝幸】

事務局として環境管理責任者を補佐し、エコアクション２１に関する実務全般を所轄する。

最高責任者・重役・環境管理責任者・衛生管理責任者・安全管理責任者・５Ｓ委員長・事務局・産

業医で構成し、月１回安全衛生環境管理者が招集する。安全衛生環境並びに５Ｓ委員会活動を

統括し、各委員会活動の状況報告や問題点とその対策について協議し、重要事項を決定する。

環境目標の設定、環境経営計画の策定及び進捗管理について協議するほか、環境管理責任者

の諮問機関としてＥＭＳの定着･運用について助言する。

【環境委員会】
【環境管理責任者】

承　認 作　成

【最高責任者】

【安全衛生環境委員会】 代表取締役社長

（月1回開催） 上和田貴彦

【ＥＡ２１推進事務局】 小下　進

原　正人        加藤輝幸

ＥＡ２１推進事務局

安全衛生環境委員会

技術部

環境委員会

‐　２　‐

職　　名 役　　割

業務部製造部品質保証部 総務部

最高責任者

環境管理責任者



Ⅱ．環境経営方針

　１．ダイカスト部品の製造を中心とする全ての事業活動において、環境管理体制を整備して、

　　　　①二酸化炭素排出量削減のため、使用電力削減・使用燃料削減に努めます。

　　　　②水資源の使用量削減のため、冷却用水の使用量削減に努めます。

　　　　③廃棄物削減のため、その発生を抑制するとともに再使用の向上に努めます。

　　　　④使用化学物質を把握し、使用量の削減に努めます。

　　　　⑤不良率を低減し生産効率を高めることにより削減活動を推進します。

　２．環境目標・環境経営計画を策定し、計画的な実践と見直しにより、環境マネジメントシステム

　　　の継続的改善に努めます。

　３．環境に関連する法律・規制及びその他公的基準を遵守し、環境汚染の予防に努めます。

　４．環境方針は、全社員に周知するとともに、環境教育を行い社員の環境に関する意識の向上

　　　を図ります。

　５．この環境方針並びに環境管理に関する情報は、社内外に公表し、地域社会とのコミュニ

　　　ケーションを図ります。

環境保全活動を推進するにあたり、以下の項目を重点項目として掲げ取組みます。

～この環境方針は社内外に公表いたします～

２０１９年１０月　７日

株式会社　高崎ダイカスト工業社

代表取締役社長

上和田　貴彦

‐　３　‐

環境経営方針

〔基本理念〕
当社は、地球環境の問題が人類共通の重要課題であることを認識し、事業活動を通じ、

環境保全に努め、循環型産業としての役割を担いながら、安心で安全な物づくりを行い、

次世代に継承できる環境と社会の実現に貢献します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〔基本方針〕



Ⅲ．　環境目標とその実績

１．材料投入重量１トン当たり使用量・排出量

２．使用量・排出量
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―
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―
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―
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73期
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717.6

72期-1%

―

―

‐　４　‐

6,707

廃棄物の削減 廃棄物排出量 kg 40,365 39,920 35,590 30,835

総排水量の削減 水使用量 ㎥ 9,283 8,138 8,824

二酸化炭素排出量 kg 1,836,570 1,565,455 1,974,894 1,797,214

軽油使用量 ℓ 4,122 3,865 5,425 4,871

432,109 396,964

ガソリン使用量 ℓ 5,728 4,604 4,219 4,355

1,425,941 1,266,323

電気のCO2排出係数 kg-CO2/kWh 0.455 0.455 0.455 0.455

二酸化炭素
排出量の削減

電気使用量 kwh 1,297,398 1,162,933

ＬＰガス使用量 kg 389,882 336,480

材料投入重量 トン 1,818.8 1,529.0 2,076.4 1,747.1

単位 69期 70期 71期 72期

達成率 ― 84.2% 126.9% 122.0%

207639715289641818751

実績
22.2 26.1 17.1 17.6

― 17.6% -22.8% -20.5%

21.75 21.53

― -1% -2% -3%

― 94.9% 118.3% 130.3%

廃棄物の削減 廃棄物排出量 kg/トン

目標
― 21.97

4.2 3.8

― 4.3% -16.7% -24.8%

5.03 5.00

― -1% -1.5% -2%

総排水量の削減 水使用量 ㎥/トン

目標
― 5.05

実績
5.1 5.3

達成率

1.9%

達成率 ― 97.6% 104.6% 96.2%

989.60

― -1% -1.5% -2%

実績
1010 1024 951 1029

二酸化炭素排出量
(東京電力(株)排出係数
0.455kg-CO2/kWhで計算)

H30年度実績値
H28.12.27環境省発表

kg/トン

目標
― 999.70 994.65

― 1.4% -5.8%

23.0%

達成率 ― 88.8% 85.4% 79.7%

2.22

― -1% -1.5% -2%

実績
2.27 2.53 2.61 2.79軽油使用量 ℓ/トン

目標
― 2.24 2.23

― 11.5% 15.3%

-20.9%

達成率 ― 103.5% 152.7% 123.8%

3.09

― -1% -1.5% -2%

実績
3.15 3.01 2.03 2.49ガソリン使用量 ℓ/トン

目標
― 3.12 3.10

― -4.4% -35.5%

6.0%

達成率 ― 96.4% 101.5% 92.5%

210.08

― -1% -1.5% -2%

実績
214.4 220.1 208.1 227.2ＬＰガス使用量 kg/トン

目標
― 212.22 211.15

― 2.7% -2.9%

― 6.6% -3.7% 1.6%

達成率 ― 92.8% 102.3% 96.5%

699.08

― -1% -1.5% -2%

実績
713.3 760.6 686.7 724.8

20.9～21.8 21.9～22.8

二酸化炭素
排出量の削減

電気使用量 kwh/トン

目標
― 706.21 702.65

当社の第四次中期環境目標は６９期（２０１８．９～２０１９．８）をBMとし、７０期、７１期、７２期の各期を下
表に示し、実績も併せて記述する。また、７３期（次期）の目標も示す。
それぞれの使用量、排出量は、材料投入重量１トン当たりで表す。

環境目標項目 管理実施項目 単位
69期
（ＢＭ）

70期 71期 72期

18.9～19.8 19.9～20.8



Ⅳ．環境経営計画

上記の環境目標達成のための計画として、管理項目および進捗状況を以下に示す。

作成日：２０２１年１１月１日 見直日：２０２２年０８月３１日

21/9 10 11 12 22/1 2 3 4 5 6 7 8

①不要設備の電力OFF･照明具の適切性評価の推進 ● ● 製造部

②空調設定温度改善への挑戦 ● ● ● ● ● ● ● 総務課

③エアコン清掃の実施・省エネ機買換え推進 ● ● ● ● ● ● ● 総務課

④デマンド機器による電力ピークカットの実施 ● ● ● ● ● ● ● 総務部

⑤コンプレッサーの適正稼働の評価と改善 ● ● ● ● ● ● 製造部

⑥蛍光管・水銀灯のLED置き換えによる省電力化 ● 総務課

⑦生産計画によるエネルギーロスの抑制 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 業務部

⑧溶解保持炉の点検・清掃・遮熱加工 ● ● ● ● ● ● 鋳造課

⑨溶解保持炉の更新 ○ 鋳造課

⑩自主保全力ＵＰによるロスの是正 ● ● ● ● ● 鋳造課

⑪WEB会議・打合せの積極的利用 ● ● ● ● 総務課

⑫遮熱塗料の有効活用 ○ ○ 製造部

⑬原因分析と削減方法の検討 ● ● ● ● 製造部

①水量メータの確認（漏水防止）と推移の監視 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 鋳造課

②節水表示  制水等（節水レバーの取り付け） ● ● 総務課

③鋳造循環水の回収率ｕｐ、点検実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 鋳造課

④原因分析と削減方法の検討 ● ● 製造部

①油類の使用管理とムダの排除 ● ● ● 鋳造課

②アルミカス置場の整備と分別の徹底 ● ● ● ● 鋳造課

③廃油分別回収の徹底 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 鋳造課

④ペーパーレス化の推進 ● ● ● ● 総務部

⑤梱包・物流資材の廃棄量削減 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 総務課

⑥工場消耗品費の各課集計と分析 ● ● ● ● 総務課

⑦原因分析と削減方法の検討 ● ● ● ● 製造部

①規制化学物質の情報収集
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 総務部

②SDSの収集と確認
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 総務部

③該当化学物質使用量の調査（アセスメント含む）
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 総務部

①鋳造不良率の低減
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 品証部

②検査不良率の低減
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 品証部

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

廃
棄
物
の
削
減

水
資
源
投
入
量
の
削
減

不
良
率
の

低
減

‐　５　‐

環境
目標

管理項目
実施事項

月別実行計画及び進捗管理　（2022.08.31現在）

担当部署

化
学
物
質
使
用
量

の
削
減



Ⅴ．環境経営計画の取組結果と評価及び次年度の取組内容

№ 項目

取組み △ 目標 未達成

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

・省エネ機への更新（２０２２年１０月予定）
・断熱シート加工による溶解炉省エネ化

ＣＯ2排出量は今年度目標の９８９ｋｇ／ﾄﾝに
対し、実績は１０２９ｋｇ／ﾄﾝで目標未達成と
なった。
目標未達の内訳はＬＰガス使用量が今年度
目標に対して６．０％増加、電気使用量も１．
６％増加と、軒並み目標値が未達成だった
ことによる。
目標未達の要因については、受注の不安定
状態（増加と減少）が続いたことによる生産
量・稼働率の低下や、生産調整のための休
業実施などが挙げられる。LPG使用量増加
は７号機溶解炉の老朽化によるが、次年度
に炉の更新の予定である。

①不要設備の電力OFF･照明具の適切性評価の
推進

・設備待機電力ＯＦＦ、省電力モードの利用、
・不要照明ＯＦＦ、水銀灯から蛍光灯へ変換

当社の二酸化炭素排出量は、全体の６４％がＬＰＧ、３５％が電力使用によって発生しているため、ＬＰＧ使用量削減と電気使
用量削減を二本柱としています。

・月一回清掃実施（清掃基準・ﾁｪｯｸｼｰﾄ作成）
・エアコン省エネ機買換え（６月）

・エアコン適正温度「チャレンジシール」表示
・ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ、よしず、遮光ﾈｯﾄ、仕切りｶｰﾃﾝの利用

・生産計画調整による休止設備の選定
・長期休暇前後の最適生産計画の立案

⑩自主保全力ＵＰによるロスの是正

⑪WEB会議・打合せの積極的利用
・WEB会議ソフト勉強会の実施
・基準書作成と運用

当期（７２期）の実績を新たなＢＭ年度とし、
３カ年目標を設定し活動を展開する。
重点取組内容として
・老朽溶解炉の更新（助成金活用予定）
・エア漏れ改善による電気使用量削減
・溶解保持炉周囲への断熱シート加工によ
るエネルギー効率向上

⑧溶解保持炉の点検・清掃・部品交換

・適正稼働状態の評価実施（分析業者支援有）
・是正箇所、改善箇所の改修

⑦生産計画によるエネルギーロス低減

⑫遮熱塗料の有効活用 ・仕上棟、下屋の屋根への断熱塗装施行

・置き換えLED蛍光管・LED水銀灯の選定
・老朽灯器具の計画的な置き換え

・炉内整備・修繕により燃費効率の向上
・炉メーカーによる清掃方法の教育実施

⑨溶解保持炉の更新・改良

⑤コンプレッサーの適正稼働の評価と改善

③エアコン清掃の実施・省エネ機買換え推進

・メーカーによる点検ポイントの勉強会実施
・点検基準書作成と運用

実施事項

②空調設定温度改善への挑戦

‐　６　‐

評価

④デマンド機器による電力ピークカットの実施
・デマンド装置監視で電力のピーク使用を制限
・空調使用時間の制限

⑥蛍光管・水銀灯のLED置き換えによる省電力化

1

取組内容

今後の取り組み

２０１８年度基準　排出量１．９％増加

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

電気kwh/

材料投入ton
713 761 687 725
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1,000 材料投入1ton当りの電気使用量kwh

良

い

2021.9～2022.82020.9～2021.82018.9～2019.8 2019.9～2020.8

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

LPｶﾞ kg/

材料投入ton
214 220 208 227
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250 材料投入1ton当りのＬＰガス使用量
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良

い

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

ＣＯ2量kg/

材料投入ton
1,010 1,024 951 1,029
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1,000

1,500
材料投入1ton当たりのＣＯ2排出量

良

い
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№ 項目

取組み ○ 目標 達成

№ 項目

取組み ○ 目標 達成

‐　７　‐

3

廃
棄
物
の
削
減

⑥工場消耗品費の各課集計と分析

自主保全活動を強化することで、廃油排出
量と油脂類購入量・金額の低減を促進す
る。また、プラ・ゴム製品の使用量低減を強
化し、ストレッチフィルムやゴム手袋等の使
用低減を推進する。

⑤梱包・物流資材の廃棄量削減

今後の取り組み

・ストレッチフィルム使用の作業標準作成
・異種通い箱、パレットの返却

④ペーパーレス化の推進

・問題点の抽出と検討及び改善提案制度導入
・各課集計情報の公開と削減意識の高揚

2

水
資
源
投
入
量
の
削
減 毎月部署ごとの水使用量を測定し、漏水な

どの監視活動を継続する。

BM目標を達成。大きな漏水は無し。バレル
工程でのコンパウンド変更による水使用量
の低減が、全体の水使用量低減につながっ
た。

鋳造工場の油漏れ対策実施により、機械油
の漏洩が前期比３１５０リットルの低減。含
水油も１８００リットルの低減となり、廃棄物
重量低減につながった。その他の廃棄物は
横這い。

③廃油分別の徹底 ・リサイクル油の分別回収徹底

・会議体での紙書類から電子化への変換
・教育資料の電子化

取組内容

実施事項 評価取組内容

・野外置場の設置と整備

・置場の２Ｓ３定による在庫量の見える化
・使いきりの徹底、洩れ箇所の全バラ修繕

②アルミカス置場の整備と分別の徹底

２０１８年度基準　排出量２０．５％低減

・ホース接続の確認と外れ防止の改善
・鋳造作業標準の再教育と新人社員教育

実施事項

当社の水使用量削減活動は、前期に続き、最も使用量の多い鋳造工程での金型冷却水の使用量削減を目指しま
した。

・節水表示による意識の向上
・水冷用水の適正量の評価と実施
・節水レバーの設置

①油類の使用管理とムダの排除

・鋳造用水量の確認時にパイロットの確認

③鋳造循環水の回収率ｕｐ、点検実施

評価

今後の取り組み

②節水表示  制水等

①水量メータの確認（漏水防止）と推移の監視 ２０１８年度基準　使用量２４．８％低減

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

水道量㎥/

材料投入ton
5.1 5.3 4.2 3.8
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2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

廃棄物排出量㎏/

材料投入ton
22.2 26.1 17.1 17.6
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№ 項目

取組み ○ 目標 －

№ 項目

取組み ○ 目標 達成

今後も化学物質の監視を継続する。

5

不
良
率
の
低
減

①鋳造不良率の低減
・不良改善会議での原因と対策の検討
・鋳造条件、金型方案の見直し
・金型定期メンテの実施

②検査不良率の低減
・不良情報の各課へのフィードバック
・生産試作段階での情報落し込みと仕組み作り
・作業者の検査力向上訓練

4

不使用を維持。

生産準備段階及び量産後の品質力向上を
図ってゆく。

実施事項 取組内容

化
学
物
質
使
用
量
の
削
減

①規制化学物質の情報収集 ・規制化学物質の調査

③該当化学物質使用量の調査
・該当化学物質の使用、保管量の把握
・必要に応じてアセスメントを実施

・ＳＤＳの収集・保管及び問題点に対する対応

評価

今後の取り組み

今後の取り組み

社内向上計画目標を達成。

‐　８　‐

実施事項 取組内容 評価

－

②ＳＤＳの収集と確認



Ⅵ．環境関連法規等の遵守状況と評価の結果並びに違反・訴訟等の有無

１．環境関連法規等の遵守状況

№
主な適用法規 当社の対応 遵守状況

２．遵守状況の評価結果並びに違反・訴訟等の有無

２０２２年８月３１日の環境関連法規につき、遵守していることを確認しました。

近隣、関係当局よりの違反等の指摘、訴訟等もありませんでした。

Ⅶ．代表者による全体評価と見直し結果

今後の取組みとして、

(1)溶解設備及びエア圧縮機の保全活動を行いながら、順次設備更新を実施してまいります。

(2)今期の課題をＥＭＳ、ＱＭＳ、ＴＰＭの活動と融合し、各部各課の向上計画に盛り込み展開の

やり切りを図ってまいります。

(3)「生産管理システム」を改善活用し、生産ロス・在庫ロスを低減してまいります。

(4)不良低減活動を進め、不良によるエネルギーロスの低減を図ってまいります。

(5)ＭＦＣＡやSDGｓについても積極的に臨み、カーボンニュートラルへの取り組みを模索してまいります。

1 下水道法
除外施設の届出
排出水検査の実施

遵法

2 騒音規制法
特定施設（空気圧縮機）の届出
騒音測定

遵法

3 振動規制法
特定施設（空気圧縮機）の届出
振動測定

遵法

4 廃棄物の処理及び清掃に関する法律
マニュフェストの管理及び交付状況報告
産廃業者の許可証及び違法行為の有無

遵法

5 PCB廃棄物特別措置法
保管及び処分状況報告
照明器具PCB不使用調査

遵法

6 消防法
危険物貯蔵取扱の届出
消防用設備等設置の届出

遵法

‐　９　‐

7 フロン排出抑制法 エアコン簡易点検の実施と記録 遵法

　自動車産業関連における半導体不足の影響で、得意先様からの受注の変動が大きい期となりました。増産・
減産の波により、過剰在庫や過剰人員を抱え、計画休業を余儀なくされることもあり、生産効率が低下しました。
また、老朽の進んだ炉の交換が来期１０月となり、LPG使用量が増大しました。結果として材料投入重量原単位
のCO2排出量は、ＢＭに対し１．９％の増加となり、今期及び第四次中期目標は未達となりました。
　しかし、水使用量と廃棄物排出量についてはBM目標値を上回る成果となりました。水使用量についてはバレ
ル工程での改善活動の結果により効果的な節水活動が推進出来ました。廃棄物排出量の低減については、機
械油の油漏れ対応により、前期比で廃油排出量低減となり、目標達成の主な要因となりました。


